















































Figure 1 観測点 



























のフォーマット）と呼ばれる 1 分間のファイルとして保管されているが、1 つのファ
イル容量が約 38MB ある。 
これらのデータを受信・保管し、研究を行うため宇治には約 100 台のサーバーとそ
れに付属するストレージが稼動している(Figure 4)。サーバーに一杯になったデータ
Figure 2 観測システム(左がロガー、右が地震計) 
Figure 3 観測点への道 
は、外付け 3TB のハードディスクに約 1ヵ月半間のデータとして保管している。デー
タは従来いろいろなメディアで保管されてきた。ここ 20 年前では、Exabyte(8mm ビデ
オテープ)と DAT が使われてきて、約 10 年前から HDD が主体となった(Figure 5)。























ために GPS を使った観測を定常的に行う観測を行ったりしている(Figure 6)。海底地
震観測では、長期間の船上生活をすることになる。船酔いと天候との戦いで業務以前
に体調管理が必要となってくる。GPS 地殻変動観測では、設置面に対し仰角 10 度以上
に障害物があると正確な観測が期待できないので、高層建築物の屋上での設置作業と
Figure 4 サーバールーム 
Figure 6 海底地震観測(左）と GPS 地殻変動観測(右） 







































Figure 8 応力測定装置 
